CEReS Newsletter No.126, May 2016 by 千葉大学環境リモートセンシング研究センター & Chiba University. Center for Environmental Remote Sensing : CEReS
 CEReS 
Newsletter No. 126 
Center for Environmental Remote 
Sensing, Chiba University, Japan 
千葉大学環境リモートセンシング研究 
センター ニュースレター 2016年 5月 
発行：環境リモートセンシング研究センター 
（本号の編集担当：本多嘉明） 
住所：〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町 1-33 
Tel: 043-290-3832      Fax: 043-290-3857 
URL: http://www.cr.chiba-u.jp/ 
 
■■■ 本郷准教授、SATREPS採択決定！ ■■■ 
～ JICA/JST地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム ～ 
 
当センターの本郷千春准教授を研究代表者とするグループが平成 28 年度「地球規模課題対応国際科
学技術協力プログラム（SATREPS※）」に採択されました。CEReSからは、平成 22年度に防災をテー
マに提案したマレーシアでの事業に続き 2件目の採択となります。 
 今回、本郷准教授が提案した課題は、長年取り組み研究を重ねてきた“宇宙から農地を見つめる”と
いう、リモートセンシングと農業の融合が高く評価された結果ともいえるでしょう。 
 
研究課題名： 
食料安全保障を目指した気候変動適応策としての農業保険における損害評価手法の構築と社会実装 
Development and Implementation of New Damage Assessment Process in Agricultural Insurance 
as Adaptation to Climate Change for Food Security 
相手国および主要相手国研究機関： 
インドネシア共和国、ボゴール農科大学 
研究期間：５年間 
研究課題の概要： 
本研究は、気候変動の適応策である農業保険制度の試行的取り組みを開始したインドネシアを対象と
して、保険制度の中核となる損害評価を効率的に実施するための新しい損害評価手法を確立することを
目的とする。 
そのために、 
（１）水稲の干ばつ害、病虫害、水害を損害評価対象災害として、衛星、ＵＡＶ、ＧＩＳ、実測調査
データなどの空間情報を駆使した客観的、効率的、広域的に損害評価を実施する手法の確立 
（２）現行保険制度と新しい損害評価手法の統合と社会実装 
（３）損害評価手法の運用および改良に必要な情報基盤の整備 
（４）評価手法の開発および運用に関するキャパシティ・ディベロプメントを行う。 
これにより、インドネシアにおいて気候変動によって生じる農業生産者の経済的損害が軽減され、農
業生産の支援体制が確立し、食料安全保障の実現に寄与する。 
 
 
 
 
 
 
 
※SATREPS（サトレップス：Science and Technology Research Partnership for Sustainable 
Development）とは、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）と独立行政法人国際協力機構（JICA）
が共同で実施している、地球規模課題解決と将来的な社会実装に向けて日本と開発途上国の研究者が共
同で研究を行う 3～5 年間の研究プログラムです。この事業は、科学技術と外交を連携し、相互に発展
させる「科学技術外交」の一環として、「環境・エネルギー（環境・低炭素）」「生物資源」「防災」「感
染症」等の地球規模の課題の解決に向け、新たな知見や技術の獲得及びその成果の将来的な社会実装（具
体的な研究成果の社会還元）を目指し、開発途上国の社会的ニーズを基に我が国の研究機関と開発途上
国の研究機関とが協力して国際共同研究を推進するとともに、開発途上国の人材育成及び研究能力の向
上を図ることを目的としています。（JICA、JSTホームページより） 
 
＜受賞報告＞ 日本リモートセンシング学会優秀論文発表賞 
－インドネシアにおける水稲生産量の地域特性と水管理手法の関係－ 
 
 大学院理学研究科修士課程２年生の小笠原千賀子さんに、平成 28 年度日本リモートセンシング学会
学会賞「優秀論文発表賞」が授与されました。受賞論文「インドネシアにおける水稲生産量の地域特性
と水管理手法の関係」は、水稲生産のための灌漑用水の効率的な利用と管理を行うことを目的として実
施されたものです。 
本研究で対象としているインドネシアでは、人口増加による食糧需要の拡大、気候変動による作物生
産性の低下が予測されています。過去にも国内の生産状況によって数十万トンから数百万トンのコメの
輸入を行っており、今後の食料の安定生産と増産が課題となっています。 
本研究では、JICAの大規模灌漑プロジェクトが実施されて灌漑の整備が進んでいる西ジャワの地域
と、バリ島独自の水管理組合（スバック）により灌漑水路が整備・維持管理されている地域を対象とし
て、地域特性の比較を行いました。 
衛星画像から水稲の生産量を推定し、2 つの地域を比較した結果、水管理手法により生産量の空間分
布に違いがみられました。大規模灌漑区域では圃場ごとのばらつきが大きく、下流側の収量が低くなっ
ている傾向が見られました。これまでに、下流側の水田まで均等に水が行き渡っていないことが指摘さ
れおり、水不足により生産量が低下
していることが考えられました。一
方、スバックによる灌漑区域では圃
場ごとのばらつきが小さく、河川を
境に生産量が異なっている傾向を確
認しました。水管理が徹底されてお
り、灌漑グループ内では水が公平に
分配されていますが、灌漑グループ
ごとに生産量に差がでていることが
推察されました。現在、栽培管理手
法の改善策を提案することを最終目
標として、これらの結果を踏まえて
さらに解析を進めています。 
久世会長からの賞状授与 
■■ ひまわり８号 グリッドデータ公開 ■■ 
～ Full Disk gridded data（緯度経度直行座標系精密幾何補正済データ）～ 
 
 昨年 7月 7日に正式運用開始した気象庁の静止気象衛星「ひまわり８号」データの全球スキャン (FD：
フルディスク) の gridded data (緯度経度直行座標系による精密幾何補正済データ) を公開しました。
この gridded data（グリッドデータ）は、平成 19年にスタートした大学間連携研究（VL：バーチャル
ラボラトリー）の枠組みで各静止気象衛星（ひまわりシリーズ、GOES、FY2、METEOSAT）を利用
しやすい形式にデータセット化したもので、すでに多くのユーザーにご利用いただいております。 
今回、新たにこの枠を超えた各機関との連携のひまわり８号グリッドデータの詳細に関して、ホーム
ページ上でリリースノート「ひまわり 8/9号 フルディスク (FD) gridded data (緯度経度直行座標系精
密幾何補正済データ) 公開について」を発表しましたので、各種仕様などをご確認いただけます。 
また、公開するグリッドデータはこれまでの静止気象衛星データとの関連性から、気象庁のバンド名
とは異なるルールで作製・公開していますので、ご注意下さい。CEReS gridded data とひまわり 8/9
号バンドとの関係は次の表の通りです（リリースノートより抜粋）。同時にニュースリリースも発行し
ましたので、合わせてご参照ください。ひまわりデータ利用促進の一助となれば幸いです。 
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